
平
成
28
年
度
沖
縄
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
石
川
謙
で
す
。

今
年
度
の
目
標
は
、
会
員

が
各
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活

動
が
見
え
る
情
報
発
信
に
努

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
必
要
性

を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
、

い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ
つ
か
り

ま
す
、
そ
の
時
に
解
決
す
る

手
段
を
他
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

実
践
を
参
考
に
で
き
る
よ
う

県
Ｐ
「
Ｈ
Ｐ
」
等
を
通
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
携
わ
っ
て
い
る
の
は
、

わ
が
子
の
通
っ
て
い
る
学
校
・

地
域
が
子
ど
も
達
に
と
っ
て

よ
り
良
い
環
境
を
学
校
・
地

域
・
行
政
と
共
に
少
し
で
も

良
く
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
今
年
度
の
取

り
組
み
は
、
昨
今
の
課
題
で

あ
る
「
ス
マ
ホ
お
き
な
わ
ル
ー

ル
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
、
母
親
委
員
会
の
復

活
、
沖
縄
県
教
育
庁
が
取
り

組
む
「
家
～
な
れ
～
運
動
」

に
加
え
、
「
親
の
ま
な
び
あ

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
推
進
、

沖
縄
県
が
取
り
組
む
貧
困
問

題
に
対
す
る
活
動
へ
の
参
加
、

子
ど
も
達
の
教
育
現
場
の
適

正
な
人
材
確
保
に
向
け
関
係

機
関
へ
協
力
の
働
き
か
け
等

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

従
来
の
活
動
に
お
い
て
は
、

趣
旨
を
忘
れ
ず
に
、
環
境
・

時
代
に
合
っ
た
よ
り
良
い
活

動
に
努
め
ま
す
。

一
人
一
人
の
小
さ
な
力
を

結
集
す
る
こ
と
で
、
大
き
な

活
動
と
な
り
ま
す
の
で
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

ＰＴＡ新聞おきなわ 平成28年７月９日 第469号

発行
（一社）沖縄県ＰＴＡ連合会

〒900-0002
那覇市曙2-26-27

ＴＥＬ（098）867-3582
ＦＡＸ（098）867-0309

責任者 石川 謙

ＰＴＡ新聞

おきなわ

会 長 石川 謙

（１）

平
成
28
年
度

定

時

社

員

総

会

新

役

員

決

ま

る

左から 石川謙会長、仲地良紀副会長、長山勝美副会長、友利正治副会長、平井りい子副会長

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
見
え
る
情
報
発
信

沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会

長

石

川

謙

津波津賀子先生の指揮で、ＰＴＡの歌を努力目標の４番まで歌う。

平成28年度 執行部
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第
27
回

沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

第
27
回
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
（
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
）
の
最
終
審

査
会
が
五
月
十
九
日
、
那
覇
市
曙
の
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
館
で
開
か
れ
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
か
ら
伊
佐

聖
一
氏
、
琉
球
新
報
社
か
ら
外
間
崇
氏
、
沖
縄

県
教
育
庁
生
涯
学
習
振
興
課
か
ら
高
嶺
朝
一
郎

氏
、
沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
平
成
27
年

度
会
長
宮
城
光
秀
氏
、
広
報
委
員
長
末
吉
建
作

の
５
人
を
審
査
員
と
し
て
、
審
査
を
行
っ
た
。

県
内
か
ら
小
学
校
五
十
七
点
、
中
学
校
二
十

九
点
の
計
八
十
六
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
地
域

と
の
連
携
や
企
画
性
、
読
み
や
す
さ
な
ど
の
観

点
か
ら
審
査
が
行
わ
れ
た
。

（2）

中学校の部

受賞校 広報紙名 講 評

最優秀賞
山田 幼・小・

中学校ＰＴＡ
てぃんがーら

手作り感も児童生徒への愛情感じる紙面。

学校行事とＰＴＡ活動のバランスが良い。

先輩の活躍している様子や、卒業生の保護

者からのメッセージは地域の中の学校とい

う点を表現している。

夏休み地域塾は目を引く。

優秀賞 松島中学校ＰＴＡ 笑 風

すっきりしたレイアウト、読みやすさは秀逸。

写真の中での生徒の表情が良い。

職場体験紹介は臨場感ある作り。

体育・文化両方の活動成果をしっかり紹介。

優秀賞 西原中学校ＰＴＡ うんたま

レイアウトがグッド。写真のめりはり・余

白も効いて読みやすい。平和学習など生徒

たちが行事に参加している様子が良い。

先生のアイデアにスポット。

優良賞 南風原中学校ＰＴＡ 黄金の森
「がんばるお父さん、お母さん」など企画
にアイデアがあり、情報満載。

優良賞 伊良波中学校ＰＴＡ 未来へ
表紙の写真使いが大胆。ＰＴＡの活躍の様

子が分かる。「ファイヤー…」の漫画も好感。

優良賞 上山中学校ＰＴＡ あさひが丘
ポップですっきり見やすい。卒業生特集号

はデザイン、アイデアが秀逸。

奨励賞
ひるぎ学園ＰＴＡ

（屋我地小中学校）
まじゅん

発行回数多く、タイムリー。独特の目線で
の取材で興味深い。

奨励賞 座間味幼小中学校ＰＴＡ ぽんみかさぁ
コンパクトで自校の特色を出す工夫を感じ
る。教育現場と地域の近さ伝わる。

伝
え
た
い
！
届
け
！

我
が
校
の
広
報
紙
！

㊧から優秀賞：西原中、松島中の広報紙 ㊨最優秀賞：山田幼・小・中ＰＴＡ「てぃんがーら」

最
優
秀
賞

小
学
校
の
部

「
ま
か
ん
ち
ゅ
」

真
嘉
比
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
那
覇
市
）

中
学
校
の
部

「
て
ぃ
ん
が
ー
ら
」

山
田
幼･

小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
恩
納
村
）
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受賞校 広報紙名 講 評

最優秀賞 真嘉比小学校ＰＴＡ まかんちゅ

モノクロ紙面ながら、すっきりとしたレイアウト。

企画がユニークで面白い。

平和学習や真嘉比あるあるなど、地域と学校を近

づけていく企画で好印象。

ＰＴＡ活動を網羅して紹介している。

紙面からＰＴＡ会員のエネルギッシュな印象を受

ける。

優秀賞 兼原小学校ＰＴＡ かねはら

スピード感がダントツ。３つ折り、４つ折りも手

に取りたくなる効果。見出しに字体の工夫。

色の使い方が良い。

平和集会の直筆は読み手を引き付ける。

卒業生のコメントは、写真・言葉ともグッド

優秀賞 坂田小学校ＰＴＡ さかた

児童の表情が伝わる写真が多い。

運動会号の表紙は圧巻。

活字も大きく、レイアウトも含め読みやすい。

平和学習の他、おじいちゃんの記事も良い。

優秀賞 とよみ小学校ＰＴＡ とよみ

B4版の大きさを上手に活用し読みやすい。

専門委員会活動報告がＰＴＡを機能させている。

卒業証書は地域の愛情を感じる。

子ども達へのアンケートや先生のインタビューな

ど、様々な工夫が見られ楽しい。

優良賞 与那原小学校ＰＴＡ 綱 ＴＵＮＡ
写真のめりはりが効いている。裏方の紹介があり、

感謝の気持ちが沸く。簡単レシピもグッド。

優良賞 北小学校ＰＴＡ かたぐるま
絵ときに工夫が見られる。活発なＰＴＡ活動を網

羅し情報満載。卒業生のコメントを丁寧に載せる。

優良賞 嘉手納小学校ＰＴＡ ふれあい
壁画コンクール、ダンボール迷路は楽しい。学習

支援をバックアップ。スマホ問題は機を得ている。

優良賞 座安小学校ＰＴＡ がじゅまる
バランスよく記事の構成が多彩。親近感のあるコ

メント･イラストで読み易い。家庭学習調査も良。

優良賞 美東小学校ＰＴＡ 美東ＰＴＡ新聞
年間カレンダーに地域行事がありグッド。

愛の三行メッセージが良い。

奨励賞 知念小学校ＰＴＡ にこＰ通信
手作り感全開。小規模校ならではの視点、読者を

引きつける工夫光る。ＰＴＡ川柳おもしろい。

小学校の部

最優秀賞㊤真嘉比小ＰＴＡ「まかんちゅ」

優秀賞 ㊧から 兼原小、坂田小、とよみ小

入賞校は今年 11月 26・ 27日に開催され

る沖縄県ＰＴＡ研究大会宮古大会で表彰

され、同時に入賞作品は第５分科会（広報

活動）会場で展示される。

入賞作品小学校5点・中学校4点を日本ＰＴＡ広報紙コンクールへ推薦
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「
一
年
生
に
で
き
る
は

ず
が
な
い
！
。
」
―
運
動

会
練
習
の
さ
な
か
、
演
技

隊
形
の
目
印
の
白
線
を
消

す
よ
う
、
先
生
達
に
指
示

し
た
時
に
、
返
っ
て
き
た

言
葉
で
あ
る
。
も
う
何
年

も
前
の
話
で
あ
る
。
私
も

一
年
担
任
の
経
験
が
あ
り
、

一
年
生
で
も
子
ど
も
は
そ

れ
な
り
に
考
え
て
行
動
で

き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

運
動
会
で
は
、
一
年
生
は

目
印
の
白
線
を
引
い
て
、

当
日
は
そ
れ
を
た
よ
り
に

演
技
隊
形
を
つ
く
る
の
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
た
。

先
生
達
を
説
得
す
る
の
に

時
間
は
か
か
っ
た
が
「
ま

ず
、
や
っ
て
み
よ
う
。
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
練

習
の
時
か
ら
目
印
の
白
線

を
全
部
と
っ
ぱ
ら
い
、
子

ど
も
達
に
自
分
の
立
ち
位

置
を
覚
え
さ
せ
、
前
後
左

右
の
間
隔
も
考
え
て
隊
形

を
つ
く
ら
せ
た
。
結
果
は

当
日
、
一
年
生
の
全
学
級

が
き
れ
い
に
円
隊
形
を
つ

く
っ
た
。
運
動
会
は
成
功

し
た
。

仮
に
き
れ
い
な
円
が
描

け
ず
、
歪
ん
だ
円
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
先
生
達
が

あ
え
て
考
え
さ
せ
る
取
り

組
み
を
行
っ
た
こ
と
に
意

味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

ち
な
み
に
現
任
校
で
も
、

運
動
会
で
は
幼
稚
園
か
ら

演
技
隊
形
に
係
る
目
印
は

な
く
し
て
い
る
。
全
体
集

会
で
の
整
列
も
“
前
へ
な

ら
え
”
の
号
令
を
廃
止
し
、

自
分
達
で
考
え
て
並
ぶ
よ

う
に
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら

子
ど
も
達
の
自
発
の
芽
を

伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。沖

縄
市
立
泡
瀬
小
学
校

校
長

宮
城

和
也

（4）

お
父
さ
ん
歴
18
年
目
に
入
っ

て
い
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
夫
婦
共
々
、

結
婚
す
る
前
か
ら
い
ろ
い
ろ

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
妻
は
、

太
鼓
の
指
導
者
と
し
て
23
年

目
、
私
は
青
年
活
動
か
ら
始

ま
り
、
独
身
の
頃
か
ら
恩
師

の
声
か
け
も
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
参
加
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
結

婚
し
て
、
平
成
10
年
に
長
男

が
生
ま
れ
、
現
在
ラ
グ
ビ
ー

を
通
し
て
心
身
共
に
磨
い
て

い
ま
す
。
平
成
12
年
に
は
次

男
が
生
ま
れ
、
現
在
野
球
を

通
し
て
寮
生
活
な
ど
文
武
両

道
に
励
ん
で
い
ま
す
。
平
成

14
年
に
は
娘
が
生
ま
れ
、
バ

レ
ー
部
で
頑
張
り

勉
学

も

良
い
成
績
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、

可
愛
く
も
逞
し
く
成
長
し
て

い
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
そ
れ
と
い
っ

て
決
ま
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
長
男
が
４
才
、

次
男
が
２
才
、
娘
が
０
才
、

私
の
妻
は
ど
の
子
が
生
ま
れ

た
と
き
も
生
後
１
ヶ
月
で

は
、
太
鼓
の
練
習
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
私
も
い
ろ
い

ろ
忙
し
い
中
、
ミ
ル
ク
を
飲

ま
せ
た
り
、
オ
ム
ツ
を
替
え

た
り
、
産
ま
れ
て
10
日
の
子

を
お
風
呂
に
入
れ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
３
人
と
よ
く
お

風
呂
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

寝
る
と
き
も
常
に
７
畳
半
の

部
屋
で
５
人
一
緒
、
今
で
も

私
の
左
に
は
娘
が
何
の
違
和

感
も
な
く
寝
て
い
ま
す
。
忙

し
い
中
で
も
常
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参

加
し
、
家
族
と
も
で
き
る
限

り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
に
教
え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
、
「
す
べ
て
は
子
ど

も
達
の
笑
顔
の
た
め
に
」

国
頭
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長

具
志
堅

勉

我
が
家
の
子
育
て

生
ま
れ
て
か
ら
の
接
し
方

1 会 長 那覇 石川 謙

2 副会長 中頭 仲地良紀

3 〃 国頭 長山勝美

4 〃 宮古 友利正治

5 〃 那覇 平井りい子

6 常任理事 古堅宗男
（事務局長）

7 理事 国頭 具志堅 勉

8 〃 〃 稲嶺一馬

9 〃 中頭 増子堅吉

10 〃 〃 田村 尚

11 〃 〃 城間 一
12 〃 〃 松田政美

13 〃 〃 米須清一郎

14 〃 〃 外間より子

15 〃 那覇 関戸 塩

16 〃 〃 上原 博

17 〃 〃 樋口泰子

18 〃 〃 狩俣 裕

19 〃 〃 元野公雄

20 〃 〃 荻堂盛嗣

21 〃 島尻 金城達功

22 〃 〃 中沼 豊

23 〃 〃 島崎朋広

24 〃 〃 棚田彰夫

25 〃 宮古 源河雅人

26 〃 八重山 上間喜仁

27 監事 那覇 親盛徳三

28 〃 中頭 高宮城 修

平成28年度

沖縄県ＰＴＡ連合会役員

木
も
れ
陽

子
ど
も
の
自
発
の
芽
を
伸
ば
す
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100の家庭に100通り
子育てには絶対正しいという方法はありません。

今も昔も同じ、井戸端会議風にざっくばらんな会

話の中から、智恵や答えを見つけていきましょう。

本
部
町
立
上
本
部
小
学
校
の

校
長
室
に
は
た
く
さ
ん
の
賞

状
や
優
勝
旗
、
盾
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
野
球
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
意
見
発
表

会
な
ど
。
今
回
の
裏
方
さ
ん

は
１
学
年
１
学
級
と
い
う
少
人

数
の
環
境
の
中
で
頑
張
っ
て
い

る
児
童
を
支
え
て
い
る
学
校
の

先
生
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
で
す
。

上
本
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
山
内
昌
則
さ
ん
も
そ
の
１
人

で
、
上
本
部
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
の
外
部
コ
ー
チ
を
務
め
て

い
ま
す
。
「
保
護
者
の
連
携
が

密
で
、
新
入
生
も
安
心
し
て
学

校
生
活
や
部
活
に
取
り
組
め
る
。

自
分
が
子
ど
も
の
頃
も
地
域
の

人
た
ち
が
先
生
だ
っ
た
。
」
と

中
学
校
の
様
子
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

も
う
１
人
は
、
毎

年
７
月
に
開
か
れ
る
交
通
安
全

子
供
自
転
車
沖
縄
県
大
会
に
向

け
長
年
継
続
し
て
児
童
を
指
導

し
て
き
た
の
が
本
部
地
区
交
通

安
全
協
会
事
務
局
の
新
川
千
賀

子
さ
ん
。
学
校
の
授
業
が
終
わ

る
と
児
童
を
迎
え
、
本
部
警
察

署
内
で
一
緒
に
勉
強
し
、
外
で

は
暑
い
中
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ

片
手
に
自
転
車
の
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
毎
年
上
位
入
賞
を

す
る
上
本
部
小
学
校
児
童
た
ち

の
も
う
１
人
の
先
生
で
す
。

児
童
、
生
徒
の
活
躍
に
上
本
部

小
・
中
学
校
の
卒
業
生
で
も
あ

る
山
内
さ
ん
は
「
長
年
、
指
導

者
や
コ
ー
チ
、
保
護
者
会
長
な

ど
の
役
割
が
先
輩
か
ら
後
輩
へ

受
け
継
が
れ
て
き
た
結
果
。
ぜ

ひ
子
ど
も
達
に
も
受
け
継
い
で

も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
愛
情
を

受
け
た
、
上
本
部
っ
子
の
今
後

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

通
信
委
員仲

間

里

枝

申
し
込
み
か
ら

実
施
ま
で
の
流
れ

①
沖
縄
県
教
育
庁
生
涯
学
習
振

興
課
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

↓

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
実
施

日
時
や
場
所
に
つ
い
て
相
談
。

↓

③
申
込
者
の
ほ
う
で
、
参
加
者

の
募
集
と
会
場
へ
案
内
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

↓

④
家
庭
教
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
現
地
に
派
遣
し
ま
す
。

（
交
通
費
や
謝
礼
金
は
不
要
）

夢実現「親のまなびあい」プログラムの特徴
・参加型（ワークショップ型の学習プログラムです。
・保護者同士が家庭教育について、共に気付き、共に考

え、学び合うことができます。

・子どもの発達に応じて４段階の構成となっています。

「
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
子
を
支
え
る
思
い
」

山内昌則さんと上本部中の保護者

新川千賀子さん 後方
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♪

歴
史
も
深
き
～

真
玉
橋
～

♪

と
よ
み
小
学
校
の
校
歌

の
一
節
で
す
。
２
年
後
に

一
一
〇
周
年
を
迎
え
る
長

嶺
小
学
校
の
校
歌
に
も
、

真
玉
橋
が
登
場
し
ま
す
。

国
場
川
を
挟
ん
で
、
那

覇
市
と
豊
見
城
市
を
結
ぶ

橋
で
あ
り
、
豊
見
城
市
を

代
表
す
る
橋
で
あ
る
真
玉

橋
に
つ
い
て
、
今
回
、
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
玉
橋
は
、
一
五
二
二

年
（
嘉
靖
元
）
に
首
里
と

島
尻
地
方
を
結
ぶ
交
通
の

要
と
し
て
築
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
橋
は
木
橋
の
五
連
橋
、

中
央
を
真
玉
橋
と
い
い
、

南
側
が
世
持
橋
、
北
側
は

世
寄
橋
、
両
端
は
名
前
の

な
い
橋
で
し
た
。

一
七
〇
七
年
に
石
橋
へ

改
築
工
事
が
開
始
さ
れ
、

翌
年
完
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
一
八
三
七
年
に
世

寄
橋
を
改
築
し
、
そ
の
北

側
へ
新
た
に
世
済
橋
を
築

き
六
連
の
石
橋
に
な
り
ま

し
た
。
真
玉
橋
は
、
大
き

く
美
し
い
曲
線
を
も
つ
ア
ー

チ
を
連
ね
、
水
流
か
ら
橋

を
守
る
た
め
に
脚
部
に
は

ス
ー
チ
リ
ー
（
潮
切
り
）

を
設
け
る
な
ど
、
構
造
的

に
も
景
観
的
に
も
沖
縄
独

特
の
石
造
文
化
を
代
表
す

る
橋
で
し
た
が
、
一
九
四

五
年
の
沖
縄
戦
で
破
壊
さ

れ
ま
し
た
。

一
九
九
六
年
に
は
、
戦

後
つ
く
ら
れ
た
橋
の
改
修

工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
戦
前
の
真
玉
橋

が
豊
見
城
市
側
と
那
覇
市

側
の
双
方
で
み
つ
か
り
ま

し
た
。
戦
後
、
半
世
紀
を

経
て
再
び
風
格
あ
る
姿
を

現
し
た
「
真
玉
橋
」
を
後

世
の
た
め
に
保
存
活
用
を

図
る
よ
う
に
住
民
運
動
が

展
開
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

豊
見
城
市
側
で
は
道
路
下

に
一
部
埋
め
戻
し
保
存
を

行
い
比
較
的
保
存
状
態
の

良
い
ア
ー
チ
部
分
を
移
築

保
存
し
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
三
月
に
新
し

く
築
か
れ
た
真
玉
橋
の
脇

に
、
旧
真
玉
橋
の
ア
ー
チ

の
一
部
が
、
豊
見
城
市
指

定
有
形
文
化
財
「
真
玉
橋

遺
構
」
と
し
て
今
も
残
存

し
て
お
り
、
豊
見
城
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
文
化
事
業

で
市
碑
巡
り
を
行
っ
た
際

に
も
、
度
々
訪
れ
て
い
ま

す
。長

嶺
中
学
校
区
の
小
中

学
校
へ
、
て
く
て
く
登
校

で
通
う
児
童
や
生
徒
達
を
、

新
旧
の
真
玉
橋
が
今
日
も

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
す
。

広
報
委
員

外

間
隆

史

我
が
校
区
の
文
化
・
歴
史
遺
産

紹
介

編集後記
『第27回広報紙コンクール』入賞校発

表。今号にも紹介されていますが【中学

校の部】で最優秀賞受賞校の恩納村立山

田幼小中学校PTA広報委員会から結成式に

招待されました。

結成式とあって広報部員（１学年、３学

年保護者）50名が参加（あまりの多さに

驚きました）。題字『てぃんがーら』の

名前の由来を確認してからのスタートに

感激。この１年間の広報活動に１人ひと

りの思いが星のかけらとなって輝く素晴

らしい新聞が誕生しますように……。５

年間たくさんの感動をありがとうござい

ました。 （比嘉志麻子）

広報委員：比嘉志麻子（島尻） 外間 隆史（島尻）

新垣 早苗（中頭） 奥間由紀江（中頭）

末吉 建作（那覇）

通信委員：仲間 里枝（国頭） 鬚川 美穂（八重山）

伊波孝子（宮古）

真
玉
橋

豊
見
城
市

ＰＴＡ会長さんへ②
安全委員会より

平成28年度安全会加入状況

６月30日現在464単位ＰＴＡからの申

込みがあり、諸手続きが完了していな

い単位ＰＴＡが151単位ＰＴＡあります。

※様式２（会員数報告）,児童・生徒・職員
名簿、様式３（準会員名簿）,会費等 が未
提出・未納の状況 です。

（一社）沖縄県ＰＴＡ連合会
安全委員会

TEL 098-867-8645 FAX 098-867-0309

国頭地区15 中 頭 地区30
那覇地区41 島 尻 地区24
宮古地区20 八重山地区21

※上記の学校については、加入申し込
み翌日からの保険適用となります。


